


　助川電気工業株式会社は、昭和24年創立以来一貫して
「熱とその計測」をテーマに取り組んでまいりました。
　産業界の技術の高度化に伴い、温度計測技術は、単に温
度の計測にとどまらず、自動制御の一翼を担う重要な役割
を果たしています。
　弊社は、シース熱電対の初の国産化に成功したメーカー
です。たゆまぬ研究開発と最新の設備を使い、シース測温
抵抗体を厳しい品質管理により、高度技術化社会に対応す
る優れた製品をお届けしています。
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型　式
公称抵抗値
（Ω）

規定電流
（mA）

公称寸法（mm）
クラス

使用温度
（℃）外径（D） 長さ（L）

Pt1215 100

2、1、0.5

1.2 15

Ａ、Ｂ

―200

～

600

Pt2015 100 2.0 15

Pt2020/2 100 2.0 20

＊ その他の規定電流については、お問合せください。

測温抵抗体素子
金属の温度による電気抵抗の変化を利用したもので抵抗 
の温度係数が大きい「白金」測温抵抗体素子を使用した高精
度の測温センサーです。

■セラミック白金抵抗素子

シングルエレメント素子

ダブルエレメント素子
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（注記）色別は、JIS C 1604-1997を示しています。

①２導線式は、測温抵抗体素子の両端にそれぞれ１本の導
線を接続した構造です。導線抵抗の影響を受けるため、
その補正が必要です。［図（a）］

②３導線式は、測温抵抗体素子の一端にそれぞれ１本と２
本の導線を接続した構造です。導線抵抗の影響を除くこ
とが出来るようにしているため、工業用計測では最も一
般的な計測方法です。［図（b）］

③４導線式は、測温抵抗体素子の両端にそれぞれ２本の導
線を接続した構造です。導線抵抗の影響を除くことが出
来るようにしているため、精度の高い計測が可能です。

［図（c）］
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　　　　　シース測温抵抗体は測温部と導線部により構成
されています。
測温部はシース中の高純度の無機絶縁材によって白金抵抗
素子が保護され、これによって震動や衝撃に対する機械的強
度を大幅に高めました。
また、高純度の無機絶縁材の使用により、測温部・導線部と
も高温領域においても優れた絶縁抵抗を保ち、良好な熱伝導
を維持します。このため、応答速度が改善されるとともに温
度誤差も極めて小さくなっています。

１ .

２ .

３ .

４ .

屈 曲 性

応 答 性

耐酸耐食性

絶 縁 特 性

測温部を除いたシースの屈曲が自在であ
るため複雑な形状の機構部分にも容易に
取付けられます。
素子自体の熱容量が小さいため応答性が
良好です。

シース材質はステンレスを使用しているの
で酸化、腐食性雰囲気でも使用できます。
高温下でも良好な電気絶縁性を保ちます。

白金抵抗素子 シース 導線高純度の無機絶縁材

〔測温部〕 〔導線部〕
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（注記）・	上記以外の規格（JIS C 1604−1989、JIS C 1604−2013）および
	 上記以外のシース外径も製作いたします。
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測温部

L 40

L

L

アダプタ

アダプタ 延長導線

E型コネクタ

G3／4

フレキシブル
チューブ

延長導線 圧着端子
M4用

4

4

36

36

S

S

80

80

φ
D

φ
D

φ
D

φ
D

φ
d

φ
d

圧着端子
M4用

L

このR35型、R40型はともに、基本型式のR14型に、
アダプタを用いて直接延長導線を接続したもので
す。リード線端末に圧着端子が取り付けてありま
す。R40型は、さらに延長導線の外傷防止のため、
ステンレス製フレキシブルチューブを装着してあ
ります。
なお、アダプタ部の温度は、延長導線が一般用の
場合90℃以下、耐熱用の場合は150℃以下の範囲内
でご使用ください。

シースの素材を所定の長さに切断し、一端に測温
抵抗体素子を封入し、他端には各種コネクタ取り
付けのために導線を露出させ、シース内への湿気
の侵入を防ぐため防湿シール加工を施しています。

　弊社ではあらゆる種類の測温抵抗体を設計、製作しておりますが、標準品として次の型式を製作していますので、できるだ
け標準品のご利用をおすすめいたします。
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ネジサイズ
（取付ネジを付ける場合）
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R3／4

MA型コネクタ

MB型コネクタ

G1／2又はG3／4

G1／2又はG3／4

G1／2又はG3／4

φ
D

φ
D

φ
D

3／
4B

（10）
スプリング可動範囲 10

L ニップル長さ

20

L

L

G3／4

E型コネクタ

RMA型はリード線引き出し口片方のみに対し、
MB型コネクタを取付けたRMB型は、リード線引
き出し口が両方にある構造です。
防爆認証は、国際整合防爆指針に適合しています。
（防爆性能：ExdⅡCT4）
（リード線引き出し口にケーブルグランドを取付
けた構造となります。）
＊国際整合防爆指針以外の防爆認証適合品につき
ましてはお問合せください。

E型コネクタにスプリング圧着式機構を内装した
ニップルを取り付けて、測温抵抗体の測温部を被
測定物に密着させる構造です。
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ネジサイズ
（取付ネジを付ける場合）
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E型コネクタ
材質：Aℓ

G1/2・G3/4

47

57 G3/4

（注記）シース測温抵抗体の場合はMB型コネクタのみ対応しています。
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コンプレッションフィッティング
シース測温抵抗体の固定用として、
任意の位置に固定が可能です。
耐圧・気密性が必要な場合は、別
形状の取付ネジを取り揃えており
ますので、圧力・温度・液体・気
体名等をご指示願います。
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（注記）DW-7、DW-8につきましては、フランジ仕様をご指示ください。

 材質：SUS304、SUS316L、SUS310S、SC、SF、他ご用命により各種製作いたします。

サーモウエル（以下ウエルという）は、高温、高圧、振動な
どの厳しい条件下において、シース測温抵抗体を保護する
為に使用されます。目的、用途により最適なものをお選び
ください。

サーモウエル
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（注記）表中の色別は、JIS C 1604−1997を示しています。

　　　 他JIS C 1604−2013についても対応いたします。
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規準抵抗値と許容差

表 2　Pt100Ωの許容差

■抵抗素子の温度に対する許容差
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試験検査
■製品の試験検査は、特に指定のない場合は、下記項目について行ないます。

●外観検査
　　目視にて各部の損傷・傷・歪み等有害な欠陥の有無を確認いたします。

●寸法検査
　　（1）　部　　　　品	 特に指定のない場合の削り加工部品の寸法公差は、JIS B 0405粗級に準拠します。
　　（2）　シ ー ス 長 さ	 300mm以下	 ±3.0mm
	 （L）	 300mmを超え〜1000mm以下	 ±1.0％
		  1000mmを超え	 ±1.5％
　　（3）　シ ー ス 外 径	 φ3.2、φ4.8	 ±0.05mm	
	 （φD）	 φ6.4	 ±0.06mm
		  φ8.0	 ±0.08mm
　　（4）　延長導線長さ	 1000mm未満	 ±30mm
	 （S）	 1000mm以上	 ±3.0％

●温度に対する誤差（抵抗素子の誤差）
　　抵抗素子の測定温度における誤差は、規定電流を流し試験いたします。
　　測定点は0℃を定点法にて測定いたします。
　　適　用　規　格
　　　　　　　JIS　　　C 1604―1997
　　　　　　　規準抵抗素子のRt／Roの値は、14頁付表1〜2をご参照願います。

●絶縁抵抗試験

●耐電圧試験

●合　格　証
　　上記の試験項目に合格した製品には、
　　合格証を貼付して出荷いたします。

■その他
　　ご指示により各種特殊試験、検査を

実施いたします。
　　他の規格（JIS C 1604-2013等）につい

ても対応いたします。

シース外径（mm） 特　性
φ3.0未満   20MΩ／100VDC以上
φ3.0〜4.0   50MΩ／250VDC以上
φ4.5以上 100MΩ／500VDC以上

シース外径（mm） 特　性
φ3.0未満   AC100V―1分間耐えること
φ3.0〜4.0   AC250V―1分間耐えること
φ4.5以上   AC500V―1分間耐えること
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測温抵抗体取り付け例

❸ 内部挿入式

❶ 取付ネジ式

❷ ウエル式・フランジ式
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取り付け例

１．図１は、発電プラントの主蒸気などの温度測定用で、主蒸気管などの座にDW型ウエルを溶接
したものです。ウエルと測温接点の熱伝達をよくするために、R96S型などのスプリング圧着
式機構を内装した測温抵抗体を取り付けます。ウエルを取り付けるものは高圧の用途に適して
おり、測温抵抗体の交換にも便利です。

　　爆発性ガス雰囲気ては、コネクタが耐圧防爆構造になっているRMB型のものが使われます。

２．図２は、ボイラのエアヒータ出入口空気、ガス温度などの測定用に使われます。PW型のウエ
ルにスプリング圧着式機構を内装したR96S型の測温抵抗体をネジ込んだもので、炉壁にはウ
エルのネジ部て固定されます。このためウエルの交換が可能です。

主蒸気管など 溶接

保温

DW型ウエル

座

R96S型
図 1

炉壁

保温

PW型ウエル

座

R96S型
図 2
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